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1.はじめに 
山脇巖は美術学校バウハウスに留学した数尐ない日

本人建築家である。バウハウスは1919年、ヴァルター・
グロピウスによって開校され、閉鎖になる1933年まで
多くの建築家、デザイナーを輩出し、さらには訪問者
を引きつけるなどして世界のデザイン分野において多
大な影響を与えたことが知られている。 
山脇は帰国後、建築家・教育者として日本の建築界

に貢献し、その主導的な役割を果たしてきた。しかし、
日本の美術学校の基礎を作りあげるなど、教育者とし
ての貢献は十分に認識されてはいるものの、彼が建築
家としてどのような思想を持ち、どのような活動を行
ってきたのかについては十分に明らかになっていると
は言い難い。既往研究では、バウハウス留学者につい
て論じた研究は尐なく、山脇についても「日本戦後モ
ダニズム住宅の様相：諸井邸における細部意匠と空間
構成の関係についての考察」1)、「ニューヨーク万国
博覧会における山脇巌の展示設計と写真壁画」2)、
「1930年代の万博における写真壁画とフォトモンター
ジュ : 原弘《観光日本》、山脇巌《観光日本》、亀倉
雄策《楽しい日本》(デザイン史,「想像」する「創造」
〜人間とデザインの新しい関係～」3)など、一つの作
品について取り上げた研究はあるが、その生涯活動を
通じて全体の作品について論じた研究は尐ないといえ
る。 
また、バウハウスに正式に留学した日本人は山脇巖

と道子夫人、水谷武彦のみであるが、その中でも建築
家として活躍し、日本に実際に作品を残した建築家は
山脇巖だけである。こうした山脇の実績とバウハウス
の普及という日本に対する社会貢献度を踏まえると、
山脇を通して日本のバウハウス受容のあり方について
考察することは意義ある研究といえる。 
2.研究方法 
本研究は文献調査を基本とし、まず山脇の一連の作

品について調査・分析・比較・考察を試み、それらの
建築作品の特色と変遷過程について明らかにする。次
にそれら作品とバウハウス建築のデザインについて比
較検討し、日本のバウハウス思想の受容態度について
考察する。資料は『新建築』4)・『国際建築』5)・『建
築文化』6)・『近代建築』7)などの建築雑誌のほか、山
脇が残した著作と投稿記事、その他バウハウスに関連
する文献を使用する。 
3.住宅作品変遷とその特色 
山脇が残した作品について上記の建築雑誌から[表

1]を作成した。以下ではこの[表1]を主として、そこに
挙げた作品の変遷と特色について述べていく。 

3-1構造と工法 
山脇の住宅作品は晩年に設計された「Ｎ画伯のアト

リエ」を除き、いずれもが木造で建てられている。暖
房や配管設備などをおさめる場所のみ、鉄筋コンクリ
ート造あるいは、基礎部のみに鉄骨を採用した事例も
見られるが、ほかはいずれも経済面等を考慮して、日
本で造り易い木造が採用されている。 
主要構造の工法は晩年に設計した「Ｓ小住宅」と「Ｎ

画伯のアトリエ」で乾式工法を採用しているが、それ
以外の作品は漆喰・モルタルなどを使用した湿式工法
である。また木材の加工を簡略化、そして構造的に強
くする目的で挟み梁工法も採用された。 
3-2屋根型 
屋根型は寄棟・方形・切妻・片流れと多彩な形式を

採用しているが、陸屋根の住宅作品はない。それは長
方形の箱型でスケッチされた作品として知られる三岸
好太郎のアトリエにおいても例外なく、片流れ屋根に
パラペットを立ち上げて実施されている。 
また山脇は水平ラインを強調する際に、特に方形、

寄棟を使用していると考えられる。なぜなら、[図1]
より、山脇は方形・寄棟の立面図において軒先と棟高
の差はほとんどなく、陸屋根のように見える表現方法
を採用しているからである。それに対して、切妻、片
流れ屋根は軒先と棟高の差がはっきりとする、勾配の
きつい表現がされている。実際に方形・寄棟屋根の住
宅は地面からみた際は陸屋根のように見え、実際の見
え方と立面の間に生じるギャップを埋めるために、視
覚上において様々な工夫を凝らしていた様子がうかが
える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
屋根の見え方は水平へのこだわりが存在していたと 
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[図1] 立面表現比較 （『新建築』をもとに作成） 
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[表1] 山脇巖作品比較（『新建築』・『国際建築』・『近代建築』・『建築文化』をもとに作成） 

作品 掲載年 所在 構造 用途 設計者名義 外壁 窓 屋根型 和室 照明 家具 暖房器具、設備等 色彩

大橋氏の住宅 1931年 東京市下落合 木造二階建 住宅 山脇巖 不明 不明 不明 不明 シーリング（楕円） 木製椅子 不明 不明

診療所と住宅 1934年 神奈川県鎌倉 木造ニ階建
診療所
兼住宅

山脇巖

鉄網張り、淡灰色ネ
イルクリート粗面仕
上、腰部スクラッチ淡
褐色長手タイル張り

スチールサッシ、外
部木製組子濃青色
ペンキ仕上げ

銅板平葺、寄棟、
勾配2寸5分

一階：次の間、主人居
間　二階：茶室（水屋
付属）、客間

ペンダント（球）
ブラケット（長方体）

折畳みテーブル、
鋼管製カンティレ
バー椅子、一人
掛けソファ

電気ストーブ、一部
石炭ストーブ、暖
炉、電気自動給排
水設備

茶、灰、青、朱、赤
茶、黒、黄、木素地

Ｍ氏アトリエ
1934年
1935年

東京鷺ノ宮
（現・中野）

木造ニ階建
アトリエ
兼住宅

山脇巖
ラス張り、モルタル下
地、ネイルクリート吹
付、白色

木骨窓枠及びサッシ
濃青色ペンキ

亜鉛引鉄板張、片
流れ、勾配比較的
急

なし ペンダント（ランプ）

鋼管製カンティレ
バー椅子、鋼管
製骨組テーブル、
鋼管製骨組ソファ

暖炉、囲炉裏
白、青、朱、灰、黒、
銀、バラ、茶、木素
地

週末の家―Ｍ博士
（ｋ博士の山荘）

1935年 神奈川県鎌倉 木造平屋建
住宅（別
荘）

山脇巖
杉材、縦羽目相欠
張、淡黄色

木部白又は防腐剤
塗り

亜鉛引鉄板平葺
コールタール塗、
片流れ、勾配4寸

畳の間（7畳半） ペンダント（球） 木製折畳み椅子 炉 朱、木素地

住居と仕事場
（山脇邸）

1935年
東京目黒区駒
場町

木造二階建、
ボイラー室鉄
筋コンクリート
造

アトリエ
兼住宅

山脇巖

ラス張り、モルタル
塗、ネイルクリート仕
上、淡黄色　　　腰部
モルタル素地

外回り窓・入口枠木
部濃青色ペンキ塗
り、一階一部スチー
ルサッシ濃青色ペン
キ塗り

浅野スレート波
板、切妻、勾配2
寸5分、3寸

一階：女中室　二階予
備室、主婦仕事室（一
部）

ペンダント（球）
ペンダント（コーン傘）
ペンダント（半球傘）
シーリング（二段傘）

真鍮滑り出し式食
卓、ミース式カン
ティレバー椅子、
木製椅子、木製
スツール、鋼管製
骨組テーブル

ボイラー室、ギルト
放熱器（広間内
部）、電気蓄音機
室、ラジオ

黄、青、朱、銀、白、
茶、藍、クリーム、
黒、銀鼠、木素地

逗子に建つＨ氏別邸
（湘南のＨ邸）

1936年
1937年

神奈川県逗子 木造二階建
住宅（別
荘）

山脇巖
材料不明縦板張淡
黄色、腰部鼠色ペン
キ仕上げ

スチールサッシ及び
その他金属部分銀
色

材料不明、寄棟、
勾配不明

一階：居間　二階：客
間、次の間、寝室

ペンダント（球）
シーリング（二段傘）

鋼管製カンティレ
バー椅子、木製
折畳み椅子、木
製テーブル、鋼管
製テーブル

ラジエーター
黄、灰、銀、茶、栗、
サルモンピンク、
藍、青、木素地

Ｍ氏邸と附属歯科診
療室（歯科診療室を持
つ住宅）

1936年
東京麻布

木造二階建、
一部コンク
リート造

歯科診
療室兼
住宅

山脇巖
モルタル塗りリシン
仕上げ淡黄色、腰部
モルタル

窓枠木部暗紅色ペ
ンキ仕上げ

亜鉛引鉄板平葺、
アスファルト防水、
防水モルタル、寄
棟、勾配1寸5分

一階：茶の間、女中室
二階：客間（8畳）

ペンダント（球）
シーリング（二段傘）

網代背木製椅
子、木製テーブ
ル、木製骨組み
一人掛けソファ、
木製テーブル

ウォールラジエー
ター（治療室窓下壁
面）、壁掛け電熱器
設備（応接室）

黄、紅、白、青、茶、
藍、木素地

Ｅ氏の田園小住宅 1936年
東京杉並区善
福寺町

木造平屋建 住宅 山脇巖

南京下見板張り、サ
ルモンピンク色ペン
キ仕上げ、腰部モル
タル刷け引き

建具：白ペンキ塗り

ルーフィング下地、
銀灰色石綿波型
スレート葺、片流
れ・切妻、勾配急

和風客間、次の間
ペンダント（球）
ペンダント（ランプ２）

木製椅子、木製
テーブル、造りつ
けソファー、

ストーブ
銀灰、白、茶、赤
茶、藍、木素地

勝本邸の増築 1937年 東京四谷 木造二階建 住宅 山脇巖
ルーフィング下地、杉
板南京下見板張、淡
黄色

不明

ルーフィング下地
及びテックス下
敷、亜鉛鉄板張、
ペンキ仕上、寄
棟、勾配3寸

なし
ペンダント（球）
卓上スタンド（傘）

木製椅子、木製
テーブル、造り付
けソファー

不明
黄、藍、白、銀、紅、
灰、木素地

S氏住宅（S邸） 1937年 東京渋谷
木造二階建、
一部鉄筋コン
クリート造

住宅 山脇巖

鉄網張り、モルタル
塗、リシン仕上、淡
黄色、腰部長手タイ
ル張り

スティールサッシ褐
色ペンキ仕上げ

銅板平葺、寄棟、
勾配2寸5分

１階：仏間、客間　２
階：予備室

ペンダント（球）
ペンダント（コーン傘）

鋼管製カンティレ
バー椅子、木製
脚ガラス天板テー
ブル、木製骨組み
布地ソファー、

温水暖房ラジエー
ター

黄、茶、赤茶、金、
焦茶、藍、青鼠、
青、白、木素地

O邸 1938年 東京豊島
木造二階建地
下部分コンク
リート

住宅 山脇巖
リシン仕上、淡クリー
ム、腰部白色タイル
張り

不明
富士リブスレート、
方形、勾配3寸

一階：女中室　二階：
予備室

ペンダント（球）
シーリング（傘）
シーリング（三段傘）
ブラケット（球）

鋼管製カンティレ
バー椅子、木製
脚ガラス天板テー
ブル、木製骨組み
布地ソファー、回
転食卓

ラジエーター

クリーム、白、銀、
灰、ブルー、藍、紅
紫、黄、黒、金、茶、
木素地

島田氏邸（S邸）
1937年
1938年

東京中野
木造二階建、
一部コンク
リート造

住宅 山脇巖 リシン仕上、淡黄色 不明
リブスレート、方
形、勾配不明

一階：女中室　二階：
予備室

シーリング（円）
シーリング（三段傘）
シーリング（裸電球）
フロアスタンド（半球）

鋼管製カンティレ
バー椅子、鋼管
製脚テーブル、木
製椅子、木製テー
ブル、木製スツー
ル

地下暖房室
黄、赤茶、灰、朱、
藍、茶、紅、木素地

N邸 1938年 東京中野
木造二階建、
一部コンク
リート造

住居 山脇巖
リシン仕上、淡青
色、腰部長手緑色タ
イル張り

不明
富士リブスレート、
寄棟、勾配不明

一階：女中室、主婦室
二階：客間

ペンダント（球）
シーリング（三段傘）

鋼管製カンティレ
バー椅子、鋼管
製脚テーブル、木
製椅子、木製ス
ツール、木製脚ガ
ラス天板テーブ
ル、ソファー

全室床パネルヒー
ティング

青、銀、緑、藍、銀
鼠、紅、黄、金茶、
白、木素地

＊ ニュ ーヨ ーク 万 国
博 覧 会 カ バ ード ・ ス
ペース日本部

1939年
1940年

ニューヨーク 不明
博覧会
展示場

山脇巖
ラスモザイクタイ
ル、藤紫・クリーム
色

不明 不明 ダウンライト（円）

鋼管製カンティ
レバー椅子、木
製骨組み一人掛
けソファ、木製
テーブル

不明
赤、白、銀、紫、
黄、青、クリーム

H邸
1939年
1940年

東京五反田 木造二階建 住宅 山脇巖
リシン仕上、淡黄
色、腰部褐色スク
ラッチタイル張り

窓廻り木部：淡黄色
ペンキ塗り仕上

富士リブスレート、
寄棟、勾配3寸

一階：居間、次の間、
女中室　二階：次の
間、和風客間

ダウンライト（長方体
１）
ペンダント（球）
ブラケット（長方体埋
め込み）

木製骨組み一人
掛けソファ

不明
黄、茶、赤茶、灰、
藍、白、黒、柿

K邸 1939年 東京青山 木造二階建 住宅 山脇巖
リシン仕上、淡鼠
色、腰板板目材

不明
三州産瓦片面磨き
一文字葺、切妻、
勾配4寸5分

一階：茶の間、寝室女
中室　二階：和風客
間、次の間、納戸

ペンダント（球）
ブラケット（半円柱）

不明 不明 灰、木素地

K邸 1939年 東京三鷹 木造二階建 住宅 山脇巖
リシン仕上、淡緑
色、腰部：緑褐色ス
クラッチタイル貼り

不明
富士リブスレート、
寄棟、勾配不明

一階：女中室、食堂一
部　二階：和室

ペンダント（球）
シーリング（三段傘）
フロアスタンド（球）

カンティレバー椅
子、鋼管製脚ガラ
ス天板テーブル、
木製テーブル

ガスストーブ
緑、緑茶、白、灰
緑、赤茶、黄、藍、
木素地

岩瀬氏邸 1942年 東京大森 木造平屋建 住宅 山脇巖 不明 不明
瓦葺、切妻、勾配
不明

茶の間、居間兼客
間、女中室

ペンダント（球）
ブラケット（長方体２）
ブラケット（半円柱）

木製カンティレ
バー椅子

不明 不明

＊観光館 1949年
神奈川県横
浜市

木造平屋建
日本貿
易博展
示場

山脇巖
南京下見、白ペン
キ、さらし竹組パネ
ル

濃黄色ペンキ
日本瓦、切妻、
勾配不明

不明 不明 不明
白、えんじ、基、材
料素地

＊俳優座劇場 1954年 東京麻布
鉄筋コンク
リート造地上
4階地下1階

劇場
山脇巖・高橋正年・
平沼俊・平島二郎

コンクリート打ち、
モルタル吹きつけ、
一部赤煉瓦積み

淡褐色
陸屋根（一部
アーチ）

ダウンライト（円） 不明 不明
赤、茶、白、材料
素地

＊観光展示Trade
Fair  1958

1958年 ニューヨーク
鉄骨階高不
明

米国世
界見本
市日本
部展示
場（一
部）

山脇巖
エステライト板・三
井ボード、白・黒・
朱色・黄色

不明 不明
ペンダント（円柱）
ペンダント（卵）

木製ベンチ 不明
白、黒、赤、黄、
茶、材料素地

Ｔ氏邸 1958年 東京尾山台
木造二階建
（増改築）

住宅
山脇建築研究室（山
脇巖・堀田英二・馬場
信行）

ラワン竪羽目オイル
ステン、腰部アルミ
波板張

ガラリ戸網戸付き

鉄板瓦棒葺き、オ
イルペイント、切
妻、勾配4寸5分

二階：和室
シーリング（長方体）
スポットライト（傘）

竹製椅子、竹製
骨組みガラス天
板テーブル、木製
椅子、鋼管製折
畳み椅子

不明 柿色、木素地

S小住宅 1959年 東京渋谷
木造平屋建基
礎鉄骨

住宅
山脇建築研究室（山
脇巖・馬場信行）

落とし込みフレキシブ
ルシート素地、シリコ
ン吹付

不明
長尺鉄板瓦棒葺
き、切妻、勾配不
明

一階：仕事室
ダウンライト（長方体
２）
スポットライト（傘２）

折畳み調理台、
木製椅子

不明 木素地

Ｎ氏邸 1960年 東京自由ヶ丘 木造二階建 住宅 山脇建築研究室
羽目板、淡色オイル
ステン

枠廻り：濃色オイル
ステン仕上げ

長尺鉄板灰色オイ
ルペンキ仕上、バ
タフライ、勾配不明

一階：和室

シーリング（長方形変
形）
スポットライト（傘３）
フロアスタンド（いち
ご）

木製椅子、木製
テーブル、木製脚
ソファ

不明 青、白、木素地

Ｎ氏の小別荘 1961年 東京府中
木造平屋建一
部鉄筋コンク
リート造

住宅（別
荘）

山脇建築研究室
茶褐色オイルステン
仕上げ

不明
長尺鉄板瓦棒葺
き、切妻、勾配不
明

一階：居間、寝室

シーリング（長方体
３）
スポットライト（傘４）
シーリング（棒状蛍光
灯）

木製脚ソファ、木
製スツール

不明
茶褐色、ライトグ
レー、ブラック、ブ
ルー、木素地

＊藤原町町役場庁
舎

1961年
栃木県藤原
町

鉄筋コンク
リート造５
階、別館軽
量ブロック造

町役場
庁舎

山脇建築研究室（山
脇巖・馬場信行・平
沼俊・坂本孝一）

コンクリーと打ち放
し

不明 陸屋根

ペンダント（菱形）
シーリング（棒状蛍
光灯）

不明 温風暖房設備 材料素地

＊桐朋学園大学校
舎
（第一期工事）

1961年 東京調布

鉄筋コンク
リート造屋上
一部鉄骨造
地下一階地
上三階

大学校
舎

山脇建築研究室(山
脇巖・坂本孝一・馬
場信行）

不明 不明 陸屋根

シーリング（棒状蛍
光灯）
ブラケット（逆傘）

不明 冷暖房設備 材料素地

Ｍ氏邸別館 1964年 東京 木造二階建
住宅（増
築）

山脇建築研究室
（山脇巖・大坪浩一・
山村茂之）

不明
木戸組木：黒色ペン
キ艶消し

記述なし 一階：本間、次の間
ダウンライト（長方体
３）

木製椅子 不明 黒、錆色、木素地

＊桐朋学園大学音
楽部
（第二期工事）

1964年 東京調布
鉄筋コンク
リート造地下
1階地上4階

大学校
舎

山脇建築研究室（山
脇巖・大坪浩一・山
村茂之・間島寛吉）

モルタル刷毛引色
モルタル吹きつけ
及び節引き仕上・
一部プレキャストス
トーン四丁掛タイル
貼り付け

不明 陸屋根

シーリング（長方体
４）
シーリング（棒状蛍
光灯）
ダウンライト（円）

イ―ムズ式鋼管
製椅子、鋼管製
折畳み椅子、ソ
ファー

不明 材料素地

＊日本大学芸術学
部講堂

1966年 東京練馬

鉄骨鉄筋コ
ンクリート造
一部中空ス
ラブ構造、地
下一階地上
四階

大学校
舎

山脇建築研究室（山
脇巖・大坪浩一・山
村茂之・奥島治・間
島寛吉）

コンクリート打放し・
軽量気泡コンクリー
ト

不明
長尺亜鉛鉄板瓦
棒葺き、陸屋根

シーリング（棒状蛍
光灯）
ダウンライト（円）

ベンチ 不明 材料素地

Ｎ画伯のアトリエ 1968年
神奈川県鎌倉
市

鉄骨、一部木
造二階建

アトリエ
兼住宅

山脇建築研究室

シポレックス落とし込
み、灰白色、付属室
外壁：ラワン縁甲目
透張り・べっこう色ク
リヤラッカー仕上げ

不明
石綿大波板、切
妻、勾配不明

一階：控室

ペンダント（円柱）
ペンダント（傘）
ブラケット（裸電球）
ダウンライト（半球）
フロアスタンド（傘）

木製椅子、木製
テーブル、ヤコブ
セン式チェア

コールマン・オイル
ファーネス、空冷ウ
インドー

白、黒、灰、木素地

＊日本大学芸術学
部図書館棟

1971年 東京練馬

鉄骨鉄筋コ
ンクリート造
地下一階地
上6階

大学校
舎

山脇建築研究室（山
脇巖・橋本照明・奈
良隆一・石野行男・
山脇惇夫）

不明 不明 切妻
シーリング（棒状蛍
光灯）
ダウンライト（円）

鋼管製脚革張ス
ツール、石製ベ
ンチ

不明 材料素地

― 290 ―



考えられる一方、山荘建築については片流れ、数寄屋
住宅については切妻が採用され、その建築の特色に合
った屋根型を採用し、必ずしも陸屋根にこだわらない
柔軟な姿勢を持ち合わせていた様子がうかがえる。ま
た水平線を強調したフラット屋根においても雤漏りを
防ぐため、単調な陸屋根にはしないという一本の軸に
沿って住宅を考えていたと考えられる。 
3-3インテリア家具 
住宅では一連の作品で同じ型の照明が頻繁に使われ

ている。1942年頃までは[写真1]のように球形のペンダ
ントライト型・三段傘のシーリング型の使用頻度が特
に高く、それ以降は長方体や棒状蛍光灯のシーリング
型、スポットライトが多用されている。 
これからわかるように、山脇は照明器具類の選択では

市販品は気に入らず、自分でそれらをデザインして、
同じデザインパターンの特注品として製作に当たらせ
ていたことが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
家具類はミース式のカンティレバー椅子だけでなく、

木製の椅子も配置され、その使用方法は実に多様であ
った。回転食卓・折りたたみテーブル・折りたたみ椅
子など、室内を広く使うための工夫も考えていた。 
当時は洋風住宅において椅子式と座式の扱いが重要な
課題であり、山脇は両者を融合させる工夫として二重
床を採用し、そのうえ施主の希望を受け入れ際は、わ
ざと両者を分離させることもあった。[写真2]は折畳み
式テーブルの横にカンティレバー椅子が置かれており、
それを示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-4設備と平面構成 
日本には四季があり、夏冬の寒暖をどうやってしのぐ
かは今も昔も大きな課題であった。冷暖房設備が充実
していない当時では、室内における適温の維持は現代
よりさらに重要であり、山脇作品に設けられた設備機
器類をみると、電気ストーブ・ガスストーブ・ラジエ
ーター・パネルヒーティングなどの高級機材が揃えら
れていたことがわかる。住宅内であるにも関わらず、
ラジエーターを使用して床暖房設備とすることもあっ
た。また暖房設備を備えても、冷房設備がないため、
東西に長く平面を配置にすることで通風換気を良くし、

室内においては二重床の床下、押入れなどに通風窓を
設置して、冷暖の維持対策を練っていたことが考えら
れる。 
3-5和室 
[写真3]に示すように、和室は初期の作品から洋風住

宅のなかに継続して採用されている。和室は現代住宅
にありがちな大壁の室内空間ではなく、床柱・床框・
落し掛け・地袋・飾棚・落ち天井・竿縁天井・雪見障
子といった伝統的な和風意匠にこだわっており、それ
でいながら書院造りではなく数寄屋造りに傾倒してい
たことが考えられる。これは山脇が「数寄屋くずし」
と表現している手法である。和洋を柔軟に取り込み、
「くずし」の形式にこだわっていた様子がうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-6色彩と形態の変遷 
山脇作品に見られる住宅デザインの変化は[表2]に

なる。 
使用した色彩は赤・青・黄・白・茶・黒・灰・ピン

ク・赤紫・金・銀・材料素地となり、1939年頃までは
赤・青・黄の原色が多用され、赤と青を対比させる傾
向が強かった。逆に1939年以降は数寄屋を手掛けたこ
とで、材料素地・灰・黒・白・銀などの落ち着いた色
彩を使う例が多く見られた。 
住宅の形態は、初期の1933年頃から1939年頃までは

モダンな外観を心掛けている。1939年以降はしばらく
の間数寄屋や伝統的な外観を手掛けているが、1950年
頃を境に再びモダンな傾向に移っている。しかし、同
じモダンでも前期と後期では形態が異なり、前期は垂
れ壁・腰壁が多く、外観が一つの塊として扱われてい
るが、それに対して後期では垂れ壁・腰壁が省かれる
ようになり、柱・梁・床・天井などの構成要素がはっ
きりと外観に表出して描き出される傾向が強まってい
る。 
傾向が変わった要因として、考え出される一つの要

因は「1939年ニューヨーク万国博覧会の展示設計」に
おいて「現代日本」をテーマにしたこと、もう一つは
大規模建築を手掛けるようになったことと考えられる。
その理由については、山脇が博覧会の設計主旨につい
て「旧日本建築の要素を使用しつつも新興日本建築様
式を基本に設計すること」4)と述べ、その直後に「二
つの和風住宅」を発表していることと、設計者名義を
山脇巖から山脇建築研究室に変えて発表していること
が、それぞれ変化の時期と一致しているためである。 
 

 
 
 
 

[表2] 住宅デザインの変化とその要因 

[写真2] カンティレバー椅子と折り畳みテーブル （『新建築』より） 

[写真1 ]照明 左：三段傘シーリング 右：球形ペンダント

（『新建築』をもとに作成） 

[写真3] 診療所と住宅・和室（『新建築』より） 

1933  　→ 1939　　→ →1968

出来事 バウハウス帰国 紐育万国博覧会 定年

名義 山脇建築研究室

型 モダン 数寄屋 モダン

色彩 原色多様・材料素地 材料素地メイン 材料素地メイン

山脇巖

住宅デザイ
ンの変化

年代

変化の
要因

― 291 ―



4.バウハウス建築との比較からみる思想 
4-1バウハウススタイルと山脇作品の比較 
バウハウス建築の特色は一般的に鉄筋コンクリー

ト・ガラス・鉄でできた箱型の建築として捉えられて
いる。それらは乾式工法による工業化住宅として位置
付けられ、家具では美術工業品を用いたことであった。
これをバウハウススタイルと定義すれば、山脇の大規
模建築はそれに分類され、住宅においては数寄屋、湿
式工法、勾配屋根などの要素があるため単純にバウハ
ウスの使用スタイルと言うことはできないが、家具で
はたびたび工業製品の使用が見られるのでバウハウス
に近い傾向であった。 
山脇は晩年に発表した著書『欅・続』8)において、

「自分はどこまでも国立バウハウスの最初の教科課程
とその規約と思想を支持して行き度い。」8)と述べ、
またローマンクレメンスによる「バウハウスの精神と
生活を示す」展覧会での言葉を引用して「バウハウス
の本質はひとつの“様式”を作り出すところにあるの
ではなく、絶えず発展を続けていく過程にある。この
本質は絶え間なく移り変わってゆく有機的な理念によ
るものであり時代と国との制約を受けない」8)と述べ
ている。そのことから考えて、山脇はバウハウス様式
にこだわっていた様子はなく、思想や理念に深く傾倒
していたことが考えられる。 
4-2山脇の支持した思想 
山脇の支持した思想とはどのような内容であったか、

考察したい。バウハウスはヴァルター・グロピウス、
ハンネス・マイヤー、ミース・ファン・デル・ローエ
というそれぞれ思想が違う校長によって経営維持され、
その教員も個性的であるがゆえ多用な思想によって形
成されていた。山脇が「最初の教科課程とその規約と
思想・・・」8)と述べていること、更に1930年に当時
のバウハウス校長であったハンネス・マイヤーではな
く初代校長のグロピウスに手紙を送って入学許可を得
ていたことから判るように、思想的に深く傾倒してい
たのはグロピウスであった。 
グロピウスの思想は著作『デモクラシーのアポロン』

9）にある次の言葉に集約される。「美をつくりだすこ
とと美を愛することは、大きな幸福をもたらして人間
を豊かにするばかりでなく、道徳的な力をももたらし
てくれる、ということであります。」9）この言葉を実
現するツールがバウハウスであり、そこでのシステム
が、「才能のある若者が産業社会の順応主義に屈伏し
たり象牙の塔に引き込まれる以前に、かれらを芸術家
として選抜してしまうこと・・・（中略）・・・かれ
らが秩序と美の感覚を、大量生産に、建築に、そして
コミュニティ・プランニングにもたらすことを望んだ
のであります。」9）という内容であった。つまり芸術
家を選抜して生徒の美的感覚を鍛え、彼らが作り出す
工業製品や建築に秩序と美の感覚を与えることであっ
た。 
4-3山脇の活動の位置づけ 
山脇はバウハウスでワシリー・カンディンスキー、

ヨセフ・アルベルスの元で美的感覚を養い、優れた美
的感覚を持つ作品を多くの雑誌に発表していた。しか
し、山脇は建築の工業化について積極的に実践した形
跡はない。その理由はグロピウスが唱えた日本建築に
対する評価に見ることができる。「桂離宮がわれわれ
の感情に訴えてくるのは、ここでかつてデザインとい
うものが、人間と、人間の生活様式と、そして人間の
存在の現実と密接に結び付いていたからであります。」
9） 
グロピウスがバウハウスで求めた「秩序と美の感覚

を建築にもたらす行為」とは、日本の伝統建築に共通
するものがあり、バウハウス工業化住宅とは乖離し、
人間の生活様式と深く結びついた別のあり方として存
在していた。 
山脇は「日本とバウハウスで培った美的感覚」を用

いて「風土に適した建築造り・座式と椅子式を含めた
和と洋の融合」を実践している。つまりシステムの形
式という工業化とは別のあり方としてデザイン活動を
行っており、正にこれらの行為はグロピウスが評価し
た「デザインを人間の生活様式と人間の存在と現実に
結びつける行為」に繋がる考え方であった。山脇は「ス
タイル」は違うが、根本はバウハウスと同じ思想にた
ち、とりわけグロピウスと同じ考えに立って日本版バ
ウハウス建築を作っていたと考えられるのである。 
5.おわりに 
山脇の住宅作品のデザインは前期・中期・後期の3

段階に分けられる。前期は形態がモダンで色彩が原色
＋材料素地、中期は形態が数寄屋で色彩は材料素地、
後期は形態がモダンで色彩は材料素地といった傾向が
顕著である。後期の作品において前期・中期の特色を
受け継ぎながら簡素化し、禁欲性が全体特色とする傾
向が強まっていくことから、この変遷過程は洋風と和
風を融合し、それを新しい文化的創造に昇華させる行
為であったといえる。山脇はそれを室内空間において
は「数寄屋くずし」という手法で表現した。 
建物の構造は大半が木造であり、モルタル・漆喰な

どの湿式工法が積極的に用いられ、平面は通風採光を
得やすい東西に長い矩形を基本とした。屋根は見かけ
上フラット屋根にすることが多いが、実際は片流れ・
寄棟であり、雤漏りにはことさら留意していたと考え
られる。 
このように山脇は日本の風土・伝統を洋風と融合し

日本の生活に結びつける活動をしてきたといえる。 
これらの活動は一般的な「バウハウススタイル」と

いう視点からみればバウハウスでないと見なされてし
まう傾向が強いが、根本はバウハウスと同じ思想にた
ち、日本版バウハウス建築を作っていた。つまり山脇
の作品はそれほど日本の建築文化に受容されていたと
いえる。 
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